
好酸球性消化管疾患
幼児・成人好酸球性消化管疾患診療ガイドライン2020年のダイジェスト



好酸球性消化管疾患の特徴

１，アレルギー疾患

気管支喘息やアトピー性皮膚炎がある方に多い。

食道炎は中年の男性に多い。

２，症状は腹痛・嘔吐・下痢など。小児では疾患頻度は

不明で成人（欧米）では10万人当たり50-100という

報告がある。

３，好酸球が消化管の組織へ入り込むことによっておこ

る障害。

４，治療法は抗アレルギー薬などの薬物療法、食事療法、

ステロイドなどであるが確立した治療は少ない。



分類

部位による分類

・好酸球性食道炎(EoE)

・好酸球性胃腸炎(EGE)

ー胃炎、胃腸炎、大腸炎

原因による分類

・一次性：アトピー性、非アトピー性、家族性

・二次性：好酸球疾患性、非好酸球疾患性（感

染症、IBD、血管炎など）



症状

•食道炎

成人：食事の時の胸のつかえ感

乳児：哺乳障害

幼児・学童：嘔吐

学童以降：腹痛、嚥下障害

•胃腸炎

腹痛・下痢



好酸球性食道炎の診断基準



好酸球性胃腸炎の診断基準



重症度分類



治療（食道炎）

１）薬物治療

胃薬

ステロイド（局所・全身）

抗アレルギー薬

生物学的製剤

２）食事療法

牛乳・卵・小麦・大豆・ナッツ・甲殻類の除
去

３）バルーン拡張術



治療（胃腸炎）

１）薬物治療

胃薬

ステロイド（局所・全身）

抗アレルギー薬

生物学的製剤

２）食事療法

牛乳・卵・小麦・大豆・ナッツ・甲殻類の除
去



予後

•慢性の経過をとってしばしば再発

•自然寛解はほとんどない

•比較的重症例では治療しないと食道狭窄が半数
（10-20年）
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